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平成19年６月27日

アサガミ株式会社 

取締役会 御中 
   

  
 

  
 

  
 

  

私たちは、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

るアサガミ株式会社の平成18年４月１日から平成19年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書及び連

結附属明細表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の

立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、私たちに連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監

査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われ

た見積りの評価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。私たちは、監査の結

果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

  

私たちは、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、アサガミ株式会社及び連結子会社の平成19年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結

会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと

認める。 

  

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 
  

 
  

独立監査人の監査報告書

目黒公認会計士事務所 

公認会計士  目  黒  進 二 朗  ㊞ 

野末公認会計士事務所 

公認会計士  野  末   昭  孝  ㊞ 

※ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別

途保管している。 
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平成20年６月10日

アサガミ株式会社 

取締役会 御中 
   

  
 

  
 

  
 

  

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲

げられているアサガミ株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸

表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計

算書及び連結附属明細表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責

任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、私たちに連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監

査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われ

た見積りの評価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。私たちは、監査の結

果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

  

私たちは、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、アサガミ株式会社及び連結子会社の平成20年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結

会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと

認める。 

  

追記情報 
１.連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記載されているとおり、会社は役員退職慰労金につい

ては、従来、支出時の費用として処理しているが、当連結会計年度より企業会計基準第４号「役員賞与に関する

会計基準」により、役員賞与が引当金計上を含め費用処理されることとなったことをはじめ、「租税特別措置法

上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認

会計士協会 平成19年４月13日 監査・保証実務委員会報告第42号）が公表されたことを契機として、役員退職

慰労金規程に基づく期末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更している。 

この変更により、従来の方法によった場合と比べ、営業利益及び経常利益が56,680千円、税金等調整前当期純利

益が798,418千円それぞれ減少している。 

  ２.偶発債務の注記に記載されているとおり、会社は、千葉地区の作業現場における転落事故による損害賠償請求訴

訟を提起されている。 

なお、現在争点整理中であり、当社が負担することになる損害の有無、損害金については、現時点で予測するこ

とは困難である。 

  

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 
  

  

独立監査人の監査報告書

目黒公認会計士事務所 

公認会計士  目  黒  進 二 朗  ㊞ 

野末公認会計士事務所 

公認会計士  野  末   昭  孝  ㊞ 

※ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別

途保管している。 
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平成19年６月27日

アサガミ株式会社 

取締役会 御中 
   

  
 

  
 

  
 

  

私たちは、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

るアサガミ株式会社の平成18年４月１日から平成19年３月31日までの第85期事業年度の財務諸表、すなわ

ち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この財務諸表

の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、私たちに財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査

は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた

見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。私たちは、監査の結果とし

て意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

  

私たちは、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

アサガミ株式会社の平成19年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべ

ての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

  

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 
  

 
  

独立監査人の監査報告書

目黒公認会計士事務所 

公認会計士  目  黒  進 二 朗  ㊞ 

野末公認会計士事務所 

公認会計士  野  末   昭  孝  ㊞ 

※ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別

途保管している。 
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平成20年６月10日

アサガミ株式会社 

取締役会 御中 
   

  
 

  
 

  
 

  

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲

げられているアサガミ株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第86期事業年度の財務諸

表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。こ

の財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。 

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、私たちに財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査

は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた

見積りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。私たちは、監査の結果とし

て意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

  

私たちは、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

アサガミ株式会社の平成20年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべ

ての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

  

追記情報 

１.重要な会計方針の変更に記載されているとおり、会社は従来、役員退職慰労金については、支出時の費用とし

て処理していたが、当期より企業会計基準第４号「役員賞与に関する会計基準」により、役員賞与が引当金計

上を含め費用処理されることとなったことをはじめ、「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又は

準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会 平成19年４月13日 監

査・保証実務委員会報告第42号）が公表されたことを契機として、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額

を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更している。 

この変更により、従来の方法によった場合と比べ、営業利益及び経常利益が46,294千円、税引前当期純利益が

746,141千円それぞれ減少している。 

２.偶発債務の注記に記載されているとおり、会社は、千葉地区の作業現場における転落事故による損害賠償請求

訴訟を提起されている。 

なお、現在争点整理中であり、当社が負担することになる損害の有無、損害金については、現時点で予測する

ことは困難である。 

  

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 
  

独立監査人の監査報告書

目黒公認会計士事務所 

公認会計士  目  黒  進 二 朗  ㊞ 

野末公認会計士事務所 

公認会計士  野  末   昭  孝  ㊞ 

※ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別

途保管している。 

─ 100 ─


	0000000_1_0010300102006
	0000000_3_0010300102006
	0000000_4_0010300102006
	0000000_header_0010300102006
	0101010_0010300102006
	0102010_0010300102006
	0103010_0010300102006
	0104010_0010300102006
	0104020_0010300102006
	0105010_0010300102006
	0105020_0010300102006
	0105030_0010300102006
	0105040_a_0010300102006
	0105040_b_0010300102006
	0105040_c_0010300102006
	0105040_d_0010300102006
	0105040_e_0010300102006
	0105050_0010300102006
	0105060_0010300102006
	0105070_0010300102006
	0105080_0010300102006
	0105090_0010300102006
	0105100_0010300102006
	0105110_0010300102006
	0106010_0010300102006
	0107010_0010300102006
	0201010_0010300102006
	7010000_kansa_0010300102006
	7020000_kansa_0010300102006
	7030000_kansa_0010300102006
	7040000_kansa_0010300102006



